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フォトコンテストの写真を楽しく拝見しました。特に象と一
緒に水と戯れている写真はすごいですね。象が笑っている
ように見えました。赤カブを洗っている写真も美しい水と
美味しそうなカブで、日本の水の豊かさが出ていますね。
 （トピックス 水の日・水の週間の紹介） （50代・女性）

線状降水帯発生による豪雨被害を軽減するためにダム
の水位調節を適切に実施されたことがよく理解できまし
た。流域から砂が流入するのは、やむを得ないのでしょう
がダムの底部に2,000千㎥の砂が堆積していることに驚
きました。
 （特集 令和5年7月豪雨時における寺内ダムの洪水調節効果について） （70代・男性）

「美しい秋を発見しよう」は、掲載されている各施設周辺
の景観がとても美しく、各所に足を運びたくなる気持ち
が掻き立てられました。施設の詳細情報へはQR コード
でアクセスできるのも、見た目もすっきりしていてわかり
やすくてとても良いと思いました。 
（トピックス 美しい秋を発見しよう！機構施設周辺の魅力的な風物詩を紹介） （40代・男性）

皆さんの入社するきっかけが十人十色で非常に興味深
かったですし、メッセージの内容から仕事のやりがいや魅
力が伝わってきました。また、機構の仕事はあらゆる分野
の方々によって支えられていることを改めて実感しました。
（シリーズ 次代をつなぐ力） （20代・男性）

　全国的に暖冬傾向と言われていますが、12月に入り一気に寒くなってきました。
　早いもので今年もあとわずかですが年末年始はどう過ごされますか？私は実家に帰省して家族と鍋を囲
み過ごす予定です。
　さて、今号では、11月に通水40周年を迎えた「福岡導水」を特集しました。また、水の天使による琵琶湖近
江路探訪、女性技術者の座談会など様々な話題をご紹介しています。
　2024年も機構の取組や各地の話題などより関心を寄せていただけるような記事になるよう努めてまいり
ます。来る新年も皆様にとって良い年になりますように。 

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2023・秋号」への
ご意見・ご感想を紹介します

読者の声
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福岡県・佐賀県：福岡導水
特集  福岡導水通水40周年

P4

愛知県：牟呂松原頭首工
トピックス  読者モニター意見交換会
　　　　　in 豊川用水

P10 滋賀県：琵琶湖開発施設
トピックス  水の天使琵琶湖近江路探訪

P22 群馬県・埼玉県：下久保ダム
水機構ニュース

P22 香川県：香川用水
水機構ニュース

水がささえる豊かな社会水がささえる豊かな社会



洪
水
調
節
容
量
を
ほ
ぼ
使
い
切
る
ギ
リ
ギ
リ
の
防

災
操
作
に
よ
り
、下
流
域
の
洪
水
被
害
の
軽
減
に
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、利
根
川
水
系
の
矢
木
沢
ダ
ム
で
は
８
月
中

旬
に
は
貯
水
率
約
35
％
ま
で
低
下
し
、平
成
28
年
以

来
と
な
る
渇
水
の
危
機
が
高
ま
り
ま
し
た
。11
月
に

は
少
雨
に
よ
り
淀
川
水
系
の
日
吉
ダ
ム
、一
庫
ダ
ム
、

四
国
の
吉
野
川
水
系
銅
山
川
の
ダ
ム
の
貯
水
率
が

低
下
し
、一
部
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
資
源
開
発
施
設
の
建
設
・
改
築
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事

業
を
国
土
交
通
省
か
ら
承
継
す
る
と
と
も
に
、筑
後

川
下
流
用
水
総
合
対
策
事
業
、寺
内
ダ
ム
再
生
事

業
、旧
吉
野
川
河
口
堰
等
大
規
模
地
震
対
策
事
業
に

着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、川
上
ダ
ム
は
昨
年
４
月
か
ら
管
理
運
用
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、平
成
26
年
度
か
ら
進
め
て
き

た
利
根
導
水
路
大
規
模
地
震
対
策
事
業
が
今
年
度

末
に
完
了
す
る
見
込
み
で
、平
成
27
年
度
に
事
業
完

了
し
た
武
蔵
水
路
改
築
を
含
め
、利
根
導
水
路
の
一

連
の
大
規
模
地
震
に
備
え
た
対
策
が
完
了
を
迎
え

ま
す
。

　
さ
ら
に
、吉
野
川
水
系
の
治
水
機
能
強
化
を
目
的

と
し
た
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
は
、ダ
ム
堤
体
に
新

た
に
設
置
す
る
放
流
設
備
の
工
事
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
情
勢
と
し
て
、気
候
変
動
に
対
応
し
た

治
水
機
能
の
確
保
・
向
上
や
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル（
水
力
発
電
）、地
域
振
興
と
い
っ
た
社
会
的
要

請
に
対
し
て
、国
が※

１
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ダ
ム
構
想
を

打
ち
出
す
な
ど
、ダ
ム
の
役
割
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
に
は
、事
前
放
流
や
発
電
強
化
の
た

め
の
貯
水
池
運
用
な
ど
、ダ
ム
操
作
の
高
度
化
が

必
要
で
す
。

　
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る※

２
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

降
雨
予
測
を
活
用
し
た
ダ
ム
操
作
の
高
度
化
に
関

す
る
研
究
は
、
今
年
度
か
ら
次
の
段
階
に
入
る
と

と
も
に
、
新
た
に
ダ
ム
貯
水
池
に
堆
積
し
て
い
る

土
砂
の
深
さ
方
向
の
性
状
や
量
を
非
接
触
に
よ
り

把
握
す
る
技
術
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化
や
働
き
方
改
革
の
実
現

に
向
け
、引
き
続
き
重
点
的
に※

３
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組

み
ま
す
。ダ
ム
・
水
路
の
施
設
管
理
等
に
お
い
て
、飛

躍
的
な
進
歩
を
続
け
る
Ａ
Ｉ
等
の
最
新
技
術
を
導

入
し
、早
期
の
実
装
を
目
指
し
て
検
討
を
加
速
化
し

て
い
く
と
と
も
に
、事
務
部
門
に
お
い
て
も
、社
会

状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
見
直
し

の
た
め
、Ｉ
Ｔ
技
術
の
一
層
の
活
用
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
は
、ダ
ム
な
ど
の
水
源
施
設
か
ら
水

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
な
ど
の
世
界
の
気
象
関
連
機
関
は
、昨

年
夏
の
世
界
平
均
気
温
は
、観
測
史
上
最
も
高
く

な
っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
地
球
規
模
の
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
異
常
気
象

は
、世
界
各
地
で
記
録
的
な
気
温
上
昇
を
招
く
な
ど

年
々
顕
著
に
な
り
、大
規
模
な
山
火
事
の
発
生
、極

端
な
大
雨
が
も
た
ら
す
洪
水
、少
雨
に
よ
る
干
ば
つ

な
ど
甚
大
な
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
お

り
、昨
年
７
月
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
会

見
で「
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
り
、地
球
沸
騰

化
の
時
代
が
到
来
し
た
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
で
も
、昨
年
は
全
国
各
地
で
観
測
史
上
記

録
的
な
高
温
が
続
く
と
と
も
に
、線
状
降
水
帯
が
も

た
ら
す
局
所
的
な
大
雨
に
よ
る
洪
水
や
少
雨
に
よ

る
渇
水
被
害
が
、全
国
各
地
で
時
を
同
じ
く
し
て
発

生
し
ま
し
た
。

　
筑
後
川
水
系
の
寺
内
ダ
ム
で
は
７
月
10
日
未
明

に
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
が
も
た
ら
し
た
線
状
降
水

帯
の
発
生
に
よ
り
、平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
に
次

ぐ
流
入
量
を
記
録
す
る
豪
雨
と
な
り
、管
理
開
始
か

ら
45
年
目
で
初
め
て
と
な
る
緊
急
放
流
に
至
る
も
、

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で
を
一
体
的
、広
域
的
に
管
理

し
、国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
水

の
安
定
供
給
と
洪
水
か
ら
国
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を
担
う
組
織
で
す
。

　
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
渇
水
や
異
常
洪
水
な

ど
の
気
象
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
へ
の
対
応
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
地
球
温
暖
化
へ
の

対
応
、大
規
模
地
震
の
切
迫
、待
っ
た
な
し
の
老
朽

化
対
策
な
ど
、現
在
、機
構
を
取
り
巻
く
状
況
は
非

常
に
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
諸
課
題
に
し
っ
か
り
対
応
す
べ
く
、業

務
を
効
率
化
し
、培
っ
て
き
た
技
術
を
維
持
向
上
さ

せ「
水
の
プ
ロ
集
団
」と
し
て
の
人
財
の
育
成
と
研

鑽
を
重
ね
る
こ
と
で
、組
織
力
を
向
上
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、引
き
続
き
水
資
源
開
発
施
設
の
適
切
な
管

理
・
建
設
に
努
め
、社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、併
せ

て
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

独立行政法人
水資源機構
理事長

かな　お けん　じ

金尾　健司

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

タイトル：凍てつく滝
撮影場所：神奈川県南足柄市 夕日の滝
撮 影 者：小澤　宏

第38回

佳作作品
“水とのふれあい”フォトコンテスト
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10 トピックス 水の天使 琵琶湖近江路探訪
 2023ミス日本「水の天使」　竹田　聖彩

14 トピックス 

 若手職員の人財育成を目指して
 ー「人財育成室」開設と取組みのご紹介ー

16 トピックス
 わたしが思うダムの魅力とは
　　　　　　女性技術者の座談会

17 トピックス
 読者モニター意見交換会 in 豊川用水

18 シリーズ 第3回 未来の水のプロにつなぐ
20 連載 気象キャスターが解説！天気のミカタ
 第35回 新潟におけるフェーン現象
 気象キャスターネットワーク　加藤　直樹

22 水機構ニュース

24 モニター様の声・施設紹介・編集後記

ひ
と
く
ら

ど
う
ざ
ん

さ  

め  

う
ら

2023 Winter
冬号

※1：治水機能の強化と水力発電の促進を両立させるダム　　※2：降雨予測の不確実性の程度を把握する手法
※3：デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活をより良いものへ変革すること
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大山ダム

合所ダム

寺内ダム

小石原川ダム小石原川ダム

佐賀東部水道企業団
基山浄水場
佐賀東部水道企業団
基山浄水場

福岡地区水道企業団
牛頸浄水場
福岡地区水道企業団
牛頸浄水場

江川ダム

筑後川

筑後大堰

佐賀県

大分県

福岡県

　
福
岡
導
水
は
、１
９
８
３（
昭
和
58
）年
11
月
に
福
岡
地
区

へ
暫
定
的
に
通
水
を
開
始
し
て
か
ら
40
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
大
き
な
河
川
が
な
く
水
源
に
乏
し
い
福
岡
都
市
圏
で
は
、

昭
和
53
年
に
最
も
厳
し
い
時
の
給
水
時
間
が
１
日
わ
ず
か

５
時
間
、そ
の
年
の
給
水
制
限
日
数
が
２
８
７
日
に
及
ん
だ

大
渇
水
を
経
験
し
ま
し
た
が
、筑
後
川
の
大
切
な
水
が
福
岡

導
水
に
よ
り
安
定
的
に
導
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、当
時
の
よ
う
な
渇
水
被
害
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
通
水
開
始
か
ら
40
年
を
契
機
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
福
岡

導
水
に
よ
り
安
定
的
に
水
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
大
規
模

な
地
震
な
ど
に
備
え
る
た
め
実
施
し
て
い
る
「
福
岡
導
水

施
設
地
震
対
策
事
業
」の
状
況
や
、
福
岡
導
水
の
建
設
に
あ

た
り
様
々
な
課
題
を
克
服
し
た
技
術
の
伝
承
に
向
け
建
設

当
時
活
躍
し
た
技
術
職
員
を
招
い
て
行
わ
れ
た
座
談
会
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

昭和 49年 8月 福岡導水調査所発足
昭和 51年 9月 福岡導水建設所発足
  12月 導水路工事に着手
昭和 58年 4月 導水路工事完成
  11月 福岡地区の暫定通水を開始
昭和 61年 12月 基山町への暫定通水を開始
平成 4年 2月 山口調整池本体工事着手
平成 8年 3月 調整池完成（天拝湖と命名）
平成 11年 3月 調整池運用開始
平成30年～  大規模地震対策事業に着手

事業の経緯

水管橋とは、管路が川や鉄道を横断す
るときに用いられる橋です。

3 思案橋水管橋
し　あん  ばし すい かん きょう

2 福岡導水事業所・揚水機場
よう すい　き  じょう

取水された水は、揚水機場のポンプによって高低
差約84mを圧送されます。

福岡導水の管路は基本的にほとんど地中深い
ところを走っていますが、２箇所の水管橋だけ
は地上に露出しています。

4 味坂水管橋
あじ さか すい かんきょう

取水制限のほかトラブルが発生した時に水を補給します。
5 山口調整池（天拝湖）

てん ぱい  こ

筑
後
川

取
水
口
調圧水槽

調圧水槽

牛頸
調整水槽 牛頸

浄水場
思案橋
水管橋

味坂
水管橋

1号トンネル 2号トンネル

◆地震対策（耐震補強）、 ◆老朽化対策（補修）

山口
調整池

◆併設水路設置 　
福
岡
導
水
は
、
１
９
８
３（
昭
和
58
）年
11
月
に
福
岡
地
区
へ

暫
定
的
に
通
水
を
開
始
し
て
か
ら
40
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
将

来
に
わ
た
り
水
道
用
水
を
安
定
的
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
施
設

の
健
全
性
を
確
保
し
、大
規
模
な
地
震
に
備
え
る
た
め
、耐
震
補

強
や
補
修
工
事
を
行
う
福
岡
導
水
施
設
地
震
対
策
事
業
を
２
０

１
８（
平
成
30
）年
度
か
ら
２
０
３
２（
令
和
14
）年
度
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、施
設
の
補
修
工
事
中
で
も
常
に
通
水
で
き
る

よ
う
に
一
部
併
設
水
路
を
新
た
に
設
置
す
る
工
事
も
行
い
ま
す
。

○併設水路（2号トンネル）の工事状況

トンネル掘削工事を始める箇所に、
設置された作業ヤード
トンネル掘削工事を始める箇所に、
設置された作業ヤード

縦坑からトンネル掘削する
箇所を選定
縦坑からトンネル掘削する
箇所を選定

■
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事

■
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
必
要
な
機
材
を

　搬
入
す
る
た
め
に
軌
条
の
設
置

■
仮
設
備
工
事（
仮
設
ヤ
ー
ド
全
景
）

■
地
域
の
方
々
を
招
い
た
現
場
見
学

筑
後
川
の
大
切
な
水
を
こ
れ
か
ら
も
安
定
的
に
お
届
け
す
る
た
め
に

筑
後
川
の
大
切
な
水
を
こ
れ
か
ら
も
安
定
的
に
お
届
け
す
る
た
め
に

通
水
開
始
か
ら
40
年
を
迎
え
た「
福
岡
導
水
」

通
水
開
始
か
ら
40
年
を
迎
え
た「
福
岡
導
水
」

特
集  

福
岡
導
水
通
水
40
周
年

特
集  

福
岡
導
水
通
水
40
周
年

　
福
岡
導
水
は
、
筑
後
川
か
ら

福
岡
都
市
圏
（
10
市
６
町
）
と

佐
賀
県
基
山
町
に
水
道
用
水

を
導
水
す
る
た
め
、
筑
後
大
堰

の
上
流
に
設
置
さ
れ
た
取
水

口
か
ら
福
岡
県
大
野
城
市
の

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
牛
頸

浄
水
場
に
至
る
ま
で
約
25
㎞

に
わ
た
る
施
設
で
す
。

　
福
岡
都
市
圏
の
人
口
増
加

と
と
も
に
必
要
な
水
道
用
水
を
確

保
す
べ
く
、
筑
後
大
堰
と
福
岡
導
水

を
建
設
し
、
筑
後
川
か
ら
水
道
用
水

が
導
水
さ
れ
る
よ
う
１
９
７
４
（
昭

和
49
）
年
に
筑
後
川
水
系
水
資
源
開

発
基
本
計
画
が
変
更
さ
れ
、
１
９
７

６
（
昭
和
51
）
年
９
月
に
本
格
的
な

工
事
に
着
手
し
、
約
７
年
間
の
工
事

を
経
て
暫
定
的
に
通
水
し
ま
し
た
。

　
福
岡
導
水
は
、
筑
後
川
か
ら

福
岡
都
市
圏
（
10
市
６
町
）
と

佐
賀
県
基
山
町
に
水
道
用
水

を
導
水
す
る
た
め
、
筑
後
大
堰

の
上
流
に
設
置
さ
れ
た
取
水

口
か
ら
福
岡
県
大
野
城
市
の

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
牛
頸

浄
水
場
に
至
る
ま
で
約
25
㎞

に
わ
た
る
施
設
で
す
。

　
福
岡
都
市
圏
の
人
口
増
加

と
と
も
に
必
要
な
水
道
用
水
を
確

保
す
べ
く
、
筑
後
大
堰
と
福
岡
導
水

を
建
設
し
、
筑
後
川
か
ら
水
道
用
水

が
導
水
さ
れ
る
よ
う
１
９
７
４
（
昭

和
49
）
年
に
筑
後
川
水
系
水
資
源
開

発
基
本
計
画
が
変
更
さ
れ
、
１
９
７

６
（
昭
和
51
）
年
９
月
に
本
格
的
な

工
事
に
着
手
し
、
約
７
年
間
の
工
事

を
経
て
暫
定
的
に
通
水
し
ま
し
た
。

う
し
く
び

う
し
く
び

福
岡
導
水
に
つ
い
て

福
岡
導
水
大
規
模
地
震
対
策
事
業
の
状
況

■
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
の
様
子

■
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
活
躍
す
る
機
材

ほ
う
ま
ん

ほ
う
ま
んご

う
し
ょ

ご
う
し
ょ

福岡導水縦断図

福岡導水施設地震対策
事業概要図

　
福
岡
導
水
は
、
管
水
路
と
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、
筑
後
川
か
ら
導
水
す
る
た
め
、
高
低
差
約
84
ｍ
を

揚
水
で
き
る
よ
う
に
ポ
ン
プ
施
設
を
設
置
し
、
宝
満
川
な
ど
の

河
川
を
渡
る
水
管
橋
や
サ
イ
ホ
ン
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
導

水
を
停
止
す
る
場
合
で
も
安
定
的
に
水
道
用
水
を
供
給
で
き
る

よ
う
福
岡
県
筑
紫
野
市
に
山
口
調
整
池（
天
拝
湖
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
福
岡
都
市
圏

の
給
水
人
口
約

２
５
２
万
人
の

約
３
分
の
１
へ

は
筑
後
川
の
水

が
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。福
岡
導

水
で
は
、筑
後
川

か
ら
計
画
最
大

毎
秒
２・７
６
７

立
方
メ
ー
ト
ル

を
、
江
川
ダ
ム
、

寺
内
ダ
ム
、筑
後

大
堰
、合
所
ダ
ム

及
び
大
山
ダ
ム

か
ら
補
給
を
受

け
、年
間
を
通
じ

て
毎
日
導
水
さ

れ
て
い
ま
す
。

1 取　水　口
取水口で筑後川の水を取り入れます。
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福
岡
導
水
は
、
導
水
路
全
長
約
25
㎞
の
う

ち
半
分
以
上
が
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
、
残
り

は
ト
ン
ネ
ル
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
導
水
路
が

地
表
に
あ
ら
わ
に
な
っ
た
箇
所
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
た
導
水

路
は
、
曲
折
す
る
道
路
に
沿
っ
て
、
主
要
な
国

道
や
鉄
道
を
横
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
取
水
の
た
め
の
様
々
な
要
件
を
満
た

し
、
後
の
他
の
事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
取
水
口
の
設
置
な
ど
、
建
設
当
時

に
お
け
る
様
々
な
技
術
的
な
課
題
を
克
服
し

て
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
導
水
を
建
設
し
た
技
術
を
伝
承
す
る

観
点
か
ら
、
当
時
仕
事
に
携
わ
っ
た
技
術
職

員
を
招
き
、
現
役
職
員
と
の
座
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
福
岡
導
水
は
、
導
水
路
全
長
約
25
㎞
の
う

ち
半
分
以
上
が
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
、
残
り

は
ト
ン
ネ
ル
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
導
水
路
が

地
表
に
あ
ら
わ
に
な
っ
た
箇
所
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
た
導
水

路
は
、
曲
折
す
る
道
路
に
沿
っ
て
、
主
要
な
国

道
や
鉄
道
を
横
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
取
水
の
た
め
の
様
々
な
要
件
を
満
た

し
、
後
の
他
の
事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
取
水
口
の
設
置
な
ど
、
建
設
当
時

に
お
け
る
様
々
な
技
術
的
な
課
題
を
克
服
し

て
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
導
水
を
建
設
し
た
技
術
を
伝
承
す
る

観
点
か
ら
、
当
時
仕
事
に
携
わ
っ
た
技
術
職

員
を
招
き
、
現
役
職
員
と
の
座
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

●昭和54年4月から昭和61
年3月まで福岡導水建設所
の調査設計課に在籍

青柳　末昭氏

●昭和50年4月から昭和56
年10月まで福岡導水建設
所の調査設計課に在籍

谷山　廣行氏

●昭和50年4月から昭和56
年2月まで福岡導水建設所
の調査設計課に在籍

中村　博氏

●平成13年4月から平成15年
3月まで筑後川下流総合管
理所に当時所長として在籍

宇藤山　隆氏

て
い
ま
す
。農
業
用
水
な
ど
は
１
３
０
を
採
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
水
道
関
係
で
は
１
１
０
や
１
０
０
と
い
う

数
値
を
採
用
し
て
い
る
事
業
も
多
か
っ
た
こ
と
、ま
た
、

福
岡
導
水
で
は
路
線
が
ま
だ
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
屈
曲

部
が
非
常
に
多
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
曲
り
損
失
を
含
む
形
で
流
速
係
数
を
１
１
０
に
決

定
し
て
い
ま
す
。

　
❷
損
失
水
頭
は
流
速
係
数
１
３
０
に
比
べ
る
と
、
曲

管
に
換
算
す
る
と
30
度
で
は
２
０
０
カ
所
、90
度
で
は
１

０
０
カ
所
相
当
見
込
ん
だ
形
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

中
村
： 

福
岡
導
水
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
ほ
ぼ
鋼
管
で
す

が
、
経
済
性
を
考
慮
す
る
と
鋼
管
の
管
厚
は
で
き
る
だ

け
薄
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。管
厚
を
決
め
る
構
造

計
算
に
お
い
て
、❸
基
礎
材
の
反
力
係
数
（
e’
）
を
い
く

つ
に
す
る
の
か
と
い
う
の
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。福
岡
導
水
で
は
基
礎
材
の
反
力
係
数
（
e’
）
を
可

能
な
限
り
大
き
く
取
る
こ
と
と
し
、
70
㎏
／
㎠
を
採
用

し
ま
し
た
。こ
の
数

値
を
採
用
す
る
た

め
、
ま
ず
、
埋
戻
し

土
の
締
固
め
度
を

「
❹
締
固
め
度
Ⅱ
」

と
い
う
基
準
を
採

用
し
、し
っ
か
り
し

た
締
固
め
を
行
え

る
よ
う
振
動
機
械

が
十
分
施
工
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
た
め
、本
管

か
ら
鋼
矢
板
ま
で

の
間
隔
を
60
㎝
に
決

定
し
て
い
ま
す
（
施

工
断
面
模
式
図
）。ま

た
、
埋
戻
し
に
使
う

土
の
材
料
を
非
常
に

良
質
な
砂
利
質
の
砂

（
Ｓ
Ｗ
材
）と
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
が
、

実
際
の
発
生
土
で
Ｓ

Ｗ
と
い
う
の
を
探
し

て
も
な
か
な
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、
江
川
ダ
ム
の
途
中
に

あ
る
採
石
場
で
Ｓ
Ｗ
材
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。そ
の
Ｓ
Ｗ
材
を
作
っ
て
基
礎
材
の
反
力
係
数

（
e’
）
に
70
㎏
／
㎠
を
採
用
し
ま
し
た
。板
厚
を
薄
く
す

る
た
め
に
そ
う
い
う
材
料
ま
で
管
理
し
て
い
た
と
い
う

の
が
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。基
礎
材
の
反
力
係
数

（
e’
）の
取
り
方
と
矢
板
幅
と
い
う
の
は
、今
後
、施
設
を

設
計
さ
れ
る
際
に
、
検
討
さ
れ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
も
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
並
行
併
進
工
法
と
い

う
掘
削
し
た
肌
地
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
、ト
ン

ネ
ル
を
仕
上
げ
な
が
ら
施
工
す
る
こ
と
で
周
辺
か
ら
出

る
水
を
抑
え
る
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

発
破
を
か
け
た
と
き
に
、切
羽
か
ら
１
０
０
ｍ
離
れ
た
と

こ
ろ
で
巻
き
立
て
を
す
る
と
発
破
の
影
響
も
な
い
し
、

機
械
類
も
退
避
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、掘
削
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
巻
き
立
て
を
交
互
に
行
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。こ
う
し
た
様
々
な
条
件
を
克
服
し
、
福
岡
導
水
の

設
計
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

谷
山
： 

福
岡
導
水
の
取
水
口
に
つ
い
て
、そ
の
間
口
の
大

き
さ
や
魚
類
迷
入
防
止
の
仕
組
み
の
技
術
的
な
面
に
お

い
て
、他
の
用
水
事
業
の
取
水
口
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
通
水
能
力
も
流
速
の
基
準
が
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、各
地
で
施
工
さ
れ
た
工
事
の
実

績
や
記
録
を
い
ろ
い
ろ
引
っ
張
り
出
し
て
比
較
し
た
う

え
で
、「
福
岡
導
水
で
は
こ
れ
で
行
こ
う
」と
い
う
よ
う
に

基
準
を
決
め
、
そ
れ
が

現
在
の
管
水
路
に
関
す

る
設
計
基
準
値
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
た
め
、福

岡
導
水
の
基
準
が
公
団

（
現
：
水
資
源
機
構
）の

設
計
基
準
や
積
算
基
準

に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

中
村
： 

当
時
、取
水
口
の
断
面
は
、ア
ユ
の
稚
魚
が
吸
い

込
ま
れ
な
い
よ
う
な
設
計
流
速
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。ア
ユ
の
稚
魚
の
遊
泳
能
力

と
い
う
の
は
、河
川
の
中
の
表
面
に
近
い
と
こ
ろ
を
流
れ

て
く
る
の
で
、そ
の
と
き
の
流
速
が
毎
秒
６
㎝
未
満
だ
っ

た
ら
吸
い
込
ま
れ

な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、

取
水
口
の
一
番
前

面
の
と
こ
ろ
を
毎

秒
６
㎝
未
満
に
な

る
よ
う
に
取
水
口

を
広
げ
た
と
い
う

の
が
こ
こ
の
基
本

で
す
。そ
の
後
、
私

は
、
筑
後
川
下
流

用
水
の
事
務
所
に

配
属
に
な
り
ま
し

た
が
、
下
流
用
水

の
取
水
口
に
つ
い

て
も
福
岡
導
水
の

取
水
口
と
同
様
に
毎
秒
６
㎝
未
満
に
決
め
直
し
て
対
応

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
岡
導
水
の
取
水
口
で
、
ア
ユ
の
迷
入
防
止
の

た
め
に
エ
ア
ブ
ロ
ー
で
エ
ア
カ
ー
テ
ン
を
造
っ
た
ら
良

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
エ
ア
カ
ー
テ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。こ
の
エ
ア
カ
ー
テ
ン
は
、
福
岡
導
水
で
の

事
例
が
筑
後
川
下
流
用
水
や
福
岡
県
南
水
道
企
業
団
の

取
水
口
で
も
適
用
さ
れ
て
、よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

谷
山
： 

今
ま
で
設
計
や
基
準
に
つ
い
て
、先
行
し
て
い
た

愛
知
用
水
の
図
面
集
や
設
計
基
準
を
参
考
に
し
な
が

ら
、各
事
業
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
つ
く
っ
て
現
場
は

対
応
し
て
い
ま
し
た
。

宇
藤
山
： 

こ
の
福
岡

導
水
事
業
は
、昭
和
50

年
に
事
務
所
を
立
ち

上
げ
、昭
和
51
年
に
工

事
着
手
、そ
し
て
昭
和

58
年
に
暫
定
的
な
通

水
に
至
り
ま
し
た
。

様
々
な
課
題
を
抱
え

な
が
ら
も
こ
の
福
岡

導
水
事
業
は
非
常
に

短
い
年
数
で
施
工
で
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
先
輩
方
の

お
か
げ
で
す
。

中
村
： 

両
筑
平
野
用
水
事
業
で
設
計
業
務
に
従
事
さ
れ

た
諸
先
輩
方
が
福
岡
導
水
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。両

筑
平
野
用
水
事
業
で
は
、
測
量
も
職
員
自
ら
行
っ
て
お

り
、
江
川
ダ
ム

の
工
事
用
道
路

も
全
て
、
セ
ン

タ
ー
測
量
、
縦

断
測
量
も
自
前

で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、仮

設
の
構
造
計
算

な
ど
を
全
部
自

分
で
行
い
ま
し

て
、
鉄
筋
配
筋

図
や
構
造
図
も

自
分
で
描
き
ま

し
た
。福
岡
導

水
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
大
体
そ
う
い
う
形
で
設
計
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
流
れ
が
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。我
々
の
先
輩
は
そ
も
そ
も
、業
者
や
他
の
機
関
に
頼

む
の
で
は
な
く
自
分
た
ち
の
手
で
描
い
て
、
自
分
で
設

計
で
き
る
相
当
な
技
術
力
を
持
っ
た
諸
先
輩
が
ず
っ
と

お
ら
れ
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
基
準
に
つ
い
て
も
鵜
呑

み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
比
較
検

討
し
て
、合
う
も
の
を
採
用
す
る
な
ど
、自
分
た
ち
で
考

え
検
討
し
て
最
適
な
も
の
を
決
め
て
来
ら
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。こ
う
し
た
技
術
力
や
考
え
方
を
今
の
職
員

へ
と
引
き
継
が
れ
て
行
け
る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

‒

建
設
当
時
の
技
術
職
員
座
談
会‒

‒

建
設
当
時
の
技
術
職
員
座
談
会‒

後
世
に
繋
が
る
技
術
を
伝
承
す
る

後
世
に
繋
が
る
技
術
を
伝
承
す
る

施工断面模式図

鋼管60cm 60cm

鋼矢板

埋戻し土（SW材）

良質の砂

技術的な用語解説 　青
柳
： 

福
岡
導
水

の
導
水
路
の
半
分
以

上
が
管
水
路
で
、
導

水
路
は
道
路
の
下
に

入
っ
て
い
る
状
態
で

す
。福
岡
導
水
の
事

業
の
特
徴
で
あ
る
筑

後
川
か
ら
水
を
引
い

て
く
る
域
外
導
水
と

い
う
性
格
上
、
地
元

の
了
解
を
得
る
た
め
、ま
た
、将
来
的
に
維
持
管
理
の
面

で
も
支
障
が
少
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、民
地
で
は

な
く
て
道
路
の
下
に
導
水
管
を
埋
設
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
下
に
導
水
管
を
埋
設
し
た
の
で
す
が
、重
要
構

造
物
が
あ
る
箇
所
を
横
断
す
る
部
分
、国
道
３
号
線
、宝

満
川
、
九
州
自
動
車
道
、Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
な
ど
を
ど
の

よ
う
な
工
法
で
施
工
す
る
か
を
随
分
検
討
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、ど
う
し
て
も
道
路
の
下
に
埋
設
す
る
と
な

る
と
制
約
が
あ
り
、道
路
は
真
っ
す
ぐ
な
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
蛇
行
し
ま
す
。民
地
に

入
ら
な
い
よ
う
に
90
度
に
曲
げ
る
な
ど
屈
折
部
が
多

く
、い
か
に
水
理
計
算
を
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
状
況
で

し
た
。

　
あ
と
、福
岡
導
水
で
は
、❶
流
速
係
数
を
１
１
０
と
し

様
々
な
条
件
を
克
服
し
基
準
に
つ
な
が
っ
た
設
計
施
工

他
事
業
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
取
水
口

お話を伺った方々
特
集  

福
岡
導
水
通
水
40
周
年

特
集  

福
岡
導
水
通
水
40
周
年

流速係数：管内の水の流れやすさを表す数値。大きいほど流れやすい。

損失水頭：水は高いところから低いところに流れるが、管内を流れるだ
けで摩擦によりエネルギーを失っていく。
また、曲りなど支障物があれば更にエネルギーを失うことと
なる。このエネルギーの損失のことをいう。

基礎材の反力係数（e‘）：
土が締まっていればくずれにくくなる状態を数値化したもの。
数値が大きいほど締まっているが、土質によって左右される。
土が締まっていれば埋設管に与える影響が少ない。

締固め度Ⅱ：厳密な管理の下で行う締固め基準。JISA1210の土の締固め
試験の最大乾燥密度85%以上のものをいう。

❶

❷

❸

❹
青柳　末昭氏青柳　末昭氏

中村　博氏中村　博氏
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福岡地区水道企業団　企業長 　中村　貴久

佐賀東部水道企業団　企業長 　松尾　安朋
　この度、福岡導水通水40周年を迎えられましたこと、ご同慶に存じま
すとともに水資源開発公団の時代から連綿と続く職員の皆さまのご尽

力に深甚なる感謝の意を表します。
　福岡導水は、高度経済成長期に端を発する福岡都市圏の急速な水需要の高まりに対処す
るために、昭和49年7月に閣議決定された筑後川水系水資源開発基本計画に基づいて事業
が開始されました。域外導水という非常に難しい事業ではありましたが、関係各所のご尽力に
より、昭和58年11月に福岡地区への暫定通水が開始されました。基山町については、昭和61
年8月の事業実施方針の変更により利水者として加わり、同年12月に暫定通水が開始されて
います
　福岡導水によって流域を超えて安定的に供給される筑後川の水は、多様な水利用を可能と
し、福岡都市圏と基山町に暮らす人々の生活を支えています。あらためてかけがえのない筑後
川の恵みに感謝するとともに、貴機構の適切な維持管理の下、福岡導水が今後もライフライン
として後世に引き継がれることを御祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

福岡導水通水40周年を迎えて

　福岡導水の通水開始40 周年を迎えられますことを心からお慶び申
し上げますとともに、筑後川からの導水や施設の適切な維持管理にご

尽力されてきた水資源機構をはじめとする多くの関係者の皆様へ深く感謝申し上げます。
　福岡都市圏は、地理的に水需要を満たす河川に恵まれていないため、水源として、九州一の
河川である筑後川からの取水に望みを託すことになり、昭和58年11月から福岡導水による通
水が開始されました。
　通水から40年、今では都市圏で使用する水道水の約3分の1が筑後川からの水で賄われて
おり、圏域約260万人の生活と都市の発展が支えられています。
　当水道企業団も令和5年6月に設立50周年の節目を迎え、参加型の記念事業を通じてあら
ためて筑後川の恵みへの感謝の気持ちを都市圏の多くの方 と々共有したところです。
　私どもが次なる50年も福岡都市圏へ「安全で、安心な水を、安定的にお届けする」という使
命を果たしていくため、これからも貴機構の福岡導水をはじめとする施設の日々の管理・保全
に加え、福岡導水地震対策事業の一層の推進について一致協力することをお約束するととも
に、水資源機構の益々のご発展を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせて頂きます。

て
い
ま
す
。農
業
用
水
な
ど
は
１
３
０
を
採
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
水
道
関
係
で
は
１
１
０
や
１
０
０
と
い
う

数
値
を
採
用
し
て
い
る
事
業
も
多
か
っ
た
こ
と
、ま
た
、

福
岡
導
水
で
は
路
線
が
ま
だ
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
屈
曲

部
が
非
常
に
多
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
曲
り
損
失
を
含
む
形
で
流
速
係
数
を
１
１
０
に
決

定
し
て
い
ま
す
。

　
❷
損
失
水
頭
は
流
速
係
数
１
３
０
に
比
べ
る
と
、
曲

管
に
換
算
す
る
と
30
度
で
は
２
０
０
カ
所
、90
度
で
は
１

０
０
カ
所
相
当
見
込
ん
だ
形
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

中
村
： 

福
岡
導
水
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
ほ
ぼ
鋼
管
で
す

が
、
経
済
性
を
考
慮
す
る
と
鋼
管
の
管
厚
は
で
き
る
だ

け
薄
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。管
厚
を
決
め
る
構
造

計
算
に
お
い
て
、❸
基
礎
材
の
反
力
係
数
（
e’
）
を
い
く

つ
に
す
る
の
か
と
い
う
の
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。福
岡
導
水
で
は
基
礎
材
の
反
力
係
数
（
e’
）
を
可

能
な
限
り
大
き
く
取
る
こ
と
と
し
、
70
㎏
／
㎠
を
採
用

し
ま
し
た
。こ
の
数

値
を
採
用
す
る
た

め
、
ま
ず
、
埋
戻
し

土
の
締
固
め
度
を

「
❹
締
固
め
度
Ⅱ
」

と
い
う
基
準
を
採

用
し
、し
っ
か
り
し

た
締
固
め
を
行
え

る
よ
う
振
動
機
械

が
十
分
施
工
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
た
め
、本
管

か
ら
鋼
矢
板
ま
で

の
間
隔
を
60
㎝
に
決

定
し
て
い
ま
す
（
施

工
断
面
模
式
図
）。ま

た
、
埋
戻
し
に
使
う

土
の
材
料
を
非
常
に

良
質
な
砂
利
質
の
砂

（
Ｓ
Ｗ
材
）と
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
が
、

実
際
の
発
生
土
で
Ｓ

Ｗ
と
い
う
の
を
探
し

て
も
な
か
な
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、
江
川
ダ
ム
の
途
中
に

あ
る
採
石
場
で
Ｓ
Ｗ
材
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。そ
の
Ｓ
Ｗ
材
を
作
っ
て
基
礎
材
の
反
力
係
数

（
e’
）
に
70
㎏
／
㎠
を
採
用
し
ま
し
た
。板
厚
を
薄
く
す

る
た
め
に
そ
う
い
う
材
料
ま
で
管
理
し
て
い
た
と
い
う

の
が
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。基
礎
材
の
反
力
係
数

（
e’
）の
取
り
方
と
矢
板
幅
と
い
う
の
は
、今
後
、施
設
を

設
計
さ
れ
る
際
に
、
検
討
さ
れ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
も
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
並
行
併
進
工
法
と
い

う
掘
削
し
た
肌
地
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
、ト
ン

ネ
ル
を
仕
上
げ
な
が
ら
施
工
す
る
こ
と
で
周
辺
か
ら
出

る
水
を
抑
え
る
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

発
破
を
か
け
た
と
き
に
、切
羽
か
ら
１
０
０
ｍ
離
れ
た
と

こ
ろ
で
巻
き
立
て
を
す
る
と
発
破
の
影
響
も
な
い
し
、

機
械
類
も
退
避
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、掘
削
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
巻
き
立
て
を
交
互
に
行
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。こ
う
し
た
様
々
な
条
件
を
克
服
し
、
福
岡
導
水
の

設
計
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

谷
山
： 

福
岡
導
水
の
取
水
口
に
つ
い
て
、そ
の
間
口
の
大

き
さ
や
魚
類
迷
入
防
止
の
仕
組
み
の
技
術
的
な
面
に
お

い
て
、他
の
用
水
事
業
の
取
水
口
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
通
水
能
力
も
流
速
の
基
準
が
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、各
地
で
施
工
さ
れ
た
工
事
の
実

績
や
記
録
を
い
ろ
い
ろ
引
っ
張
り
出
し
て
比
較
し
た
う

え
で
、「
福
岡
導
水
で
は
こ
れ
で
行
こ
う
」と
い
う
よ
う
に

基
準
を
決
め
、
そ
れ
が

現
在
の
管
水
路
に
関
す

る
設
計
基
準
値
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
た
め
、福

岡
導
水
の
基
準
が
公
団

（
現
：
水
資
源
機
構
）の

設
計
基
準
や
積
算
基
準

に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

中
村
： 

当
時
、取
水
口
の
断
面
は
、ア
ユ
の
稚
魚
が
吸
い

込
ま
れ
な
い
よ
う
な
設
計
流
速
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。ア
ユ
の
稚
魚
の
遊
泳
能
力

と
い
う
の
は
、河
川
の
中
の
表
面
に
近
い
と
こ
ろ
を
流
れ

て
く
る
の
で
、そ
の
と
き
の
流
速
が
毎
秒
６
㎝
未
満
だ
っ

た
ら
吸
い
込
ま
れ

な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、

取
水
口
の
一
番
前

面
の
と
こ
ろ
を
毎

秒
６
㎝
未
満
に
な

る
よ
う
に
取
水
口

を
広
げ
た
と
い
う

の
が
こ
こ
の
基
本

で
す
。そ
の
後
、
私

は
、
筑
後
川
下
流

用
水
の
事
務
所
に

配
属
に
な
り
ま
し

た
が
、
下
流
用
水

の
取
水
口
に
つ
い

て
も
福
岡
導
水
の

取
水
口
と
同
様
に
毎
秒
６
㎝
未
満
に
決
め
直
し
て
対
応

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
岡
導
水
の
取
水
口
で
、
ア
ユ
の
迷
入
防
止
の

た
め
に
エ
ア
ブ
ロ
ー
で
エ
ア
カ
ー
テ
ン
を
造
っ
た
ら
良

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
エ
ア
カ
ー
テ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。こ
の
エ
ア
カ
ー
テ
ン
は
、
福
岡
導
水
で
の

事
例
が
筑
後
川
下
流
用
水
や
福
岡
県
南
水
道
企
業
団
の

取
水
口
で
も
適
用
さ
れ
て
、よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

谷
山
： 

今
ま
で
設
計
や
基
準
に
つ
い
て
、先
行
し
て
い
た

愛
知
用
水
の
図
面
集
や
設
計
基
準
を
参
考
に
し
な
が

ら
、各
事
業
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
つ
く
っ
て
現
場
は

対
応
し
て
い
ま
し
た
。

宇
藤
山
： 

こ
の
福
岡

導
水
事
業
は
、昭
和
50

年
に
事
務
所
を
立
ち

上
げ
、昭
和
51
年
に
工

事
着
手
、そ
し
て
昭
和

58
年
に
暫
定
的
な
通

水
に
至
り
ま
し
た
。

様
々
な
課
題
を
抱
え

な
が
ら
も
こ
の
福
岡

導
水
事
業
は
非
常
に

短
い
年
数
で
施
工
で
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
先
輩
方
の

お
か
げ
で
す
。

中
村
： 

両
筑
平
野
用
水
事
業
で
設
計
業
務
に
従
事
さ
れ

た
諸
先
輩
方
が
福
岡
導
水
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。両

筑
平
野
用
水
事
業
で
は
、
測
量
も
職
員
自
ら
行
っ
て
お

り
、
江
川
ダ
ム

の
工
事
用
道
路

も
全
て
、
セ
ン

タ
ー
測
量
、
縦

断
測
量
も
自
前

で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、仮

設
の
構
造
計
算

な
ど
を
全
部
自

分
で
行
い
ま
し

て
、
鉄
筋
配
筋

図
や
構
造
図
も

自
分
で
描
き
ま

し
た
。福
岡
導

水
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
大
体
そ
う
い
う
形
で
設
計
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
流
れ
が
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。我
々
の
先
輩
は
そ
も
そ
も
、業
者
や
他
の
機
関
に
頼

む
の
で
は
な
く
自
分
た
ち
の
手
で
描
い
て
、
自
分
で
設

計
で
き
る
相
当
な
技
術
力
を
持
っ
た
諸
先
輩
が
ず
っ
と

お
ら
れ
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
基
準
に
つ
い
て
も
鵜
呑

み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
比
較
検

討
し
て
、合
う
も
の
を
採
用
す
る
な
ど
、自
分
た
ち
で
考

え
検
討
し
て
最
適
な
も
の
を
決
め
て
来
ら
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。こ
う
し
た
技
術
力
や
考
え
方
を
今
の
職
員

へ
と
引
き
継
が
れ
て
行
け
る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

建
設
当
時
を
振
り
返
っ
て

　青
柳
： 

福
岡
導
水

の
導
水
路
の
半
分
以

上
が
管
水
路
で
、
導

水
路
は
道
路
の
下
に

入
っ
て
い
る
状
態
で

す
。福
岡
導
水
の
事

業
の
特
徴
で
あ
る
筑

後
川
か
ら
水
を
引
い

て
く
る
域
外
導
水
と

い
う
性
格
上
、
地
元

の
了
解
を
得
る
た
め
、ま
た
、将
来
的
に
維
持
管
理
の
面

で
も
支
障
が
少
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、民
地
で
は

な
く
て
道
路
の
下
に
導
水
管
を
埋
設
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
下
に
導
水
管
を
埋
設
し
た
の
で
す
が
、重
要
構

造
物
が
あ
る
箇
所
を
横
断
す
る
部
分
、国
道
３
号
線
、宝

満
川
、
九
州
自
動
車
道
、Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
な
ど
を
ど
の

よ
う
な
工
法
で
施
工
す
る
か
を
随
分
検
討
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、ど
う
し
て
も
道
路
の
下
に
埋
設
す
る
と
な

る
と
制
約
が
あ
り
、道
路
は
真
っ
す
ぐ
な
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
蛇
行
し
ま
す
。民
地
に

入
ら
な
い
よ
う
に
90
度
に
曲
げ
る
な
ど
屈
折
部
が
多

く
、い
か
に
水
理
計
算
を
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
状
況
で

し
た
。

　
あ
と
、福
岡
導
水
で
は
、❶
流
速
係
数
を
１
１
０
と
し

福岡導水取水口

建設当時の鋼管布設の様子

谷山　廣行氏谷山　廣行氏

宇藤山　隆氏宇藤山　隆氏
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こ
の
日
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
大
同
川
に
あ
る「
大
同

川
水
門
」で
す
。

　
琵
琶
湖
は
、一
級
河
川
だ
け
で
も
１
１
７
本
の
川
か
ら

水
が
流
れ
込
み
ま
す
。そ
の
一
方
で
、
琵
琶
湖
か
ら
下
流

へ
水
を
流
す
川
は
１
本
、
瀬
田
川
だ
け
と
聞
き
、
本
当
に

驚
愕
し
ま
し
た
！！
。

　
大
雨
が
起
こ
れ
ば
排
水
が
難
し
く
、
湖
か
ら
川
へ
逆
流

し
た
水
が
、
琵
琶
湖
周
辺
に
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。そ
ん
な
時
に
活
躍
す
る
水
門
、
そ
し
て
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
門
は
川
を
堰
き
止
め
て
逆
流
を
防
ぎ
、
ポ
ン
プ
は
川

の
水
を
湖
に
排
出
し
ま
す
。高
速
で
回
転
し
、
稼
働
し
て

い
る
ポ
ン
プ
は
当
然
サ
ビ
、す
り
へ
り
が
生
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
機
械
を
稼
働
さ
せ
続
け
な
が
ら
も
効
率
的

に
、
全
て
の
ポ
ン
プ
を
故
障
な
く
保
て
る
よ
う
考
え
抜

き
、計
画
す
る
難
し
さ
を
こ
の
日
、痛
感
し
ま
し
た
。

　
職
員
一
人
一
人
が
力
を
尽
く
し
て
、
考
え
て
、日
々
を

こ
な
さ
な
け
れ
ば
保
た
れ
な
い
琵
琶
湖
の
安
全
、
そ
の
知

ら
れ
ざ
る
努
力
、尽
力
に
感
謝
の
念
が
募
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
琵
琶
湖
の
唯
一
の
下
流
河
川
、
瀬
田
川
と
琵

琶
湖
の
総
合
的
な
水
管
理
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
水
の

め
ぐ
み
館
ア
ク
ア
琵
琶
」
に
も
向
か
い
ま
し
た
。琵
琶
湖

か
ら
の
流
水
量
を
全
て
管
理
す
る※

１
「
瀬
田
川
洗
堰
」
で

は
、琵
琶
湖
の
水
位
を
調
整
し
て
、渇
水
、洪
水
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
日
々
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
琵
琶
湖
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
明
治
時
代
に
は
周
辺

地
域
が
２
３
８
日
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。な
ぜ
今
は
、
そ
ん
な
災
害
は
起
き
な
く
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
長
い
年
月
を
か
け
た
湖
岸
堤
の

整
備
、
ポ
ン
プ
場
や
瀬
田
川
洗
堰
の
流
下
能
力
向
上
工
事

や
水
位
の
管
理
の
結
果
な
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
費
や
さ
れ
た
年
月
と
下
流
上
流
の
合
意
を
得
る
た
め

の
努
力
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
、
各
自
治
体
や
住
民
を
含
め

て
の
協
力
体
制
と
い
う
悲
願
の
結
実
を
感
じ
ま
し
た
。

だ
い
ど
う

❶大同川水門
❷大同川排水機場内へ出発！
❸大同川排水機場のポンプ設備

❹テラス席から見た瀬田川洗堰
❺琵琶湖の過去の水位グラフ
❻瀬田川の今と昔の洪水の原理模型
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こ
ん
に
ち
は
。２
０
２
３
ミ
ス
日
本「
水
の
天

使
」竹
田
聖
彩
で
す
。今
回
、
滋
賀
県
に
あ
る
琵

琶
湖
開
発
施
設
を
含
む
近
江
路
を
探
訪
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。琵
琶
湖
の
水
位
や
歴
史
に

は
、
先
人
の
皆
様
が
立
ち
向
か
っ
た
様
々
な
困

難
、琵
琶
湖
と
そ
の
周
辺
の
街
を
守
る
工
夫
、そ

し
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
る
数
多
く
の
技
術
が

詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。琵
琶
湖
開
発
施
設
を
管

理
す
る
水
資
源
機
構
で
は
琵
琶
湖
の
水
へ
の
治

水
、利
水
、環
境
、管
理
の
、大
き
く
四
つ
に
分
か

れ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
探
訪
は
、
そ
の
お
仕
事
に
つ
い
て
詳
し

く
知
る
、得
難
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

た
け 

だ 

せ
い 

あ

文
：
竹
田
聖
彩

文
：
竹
田
聖
彩

琵
琶
湖
を
歩
く

琵
琶
湖
を
歩
く

水
の
天
使

水
の
天
使

琵
琶
湖
近
江
路
探
訪

琵
琶
湖
近
江
路
探
訪

瀬田川洗堰

新浜ビオトープ

琵琶湖博物館

サイクリストの聖地碑

大同川水門・
大同川排水機場

滋賀県

今回の近江路探訪MAP今回の近江路探訪MAP

※1：国土交通省管轄の施設

（10月下旬撮影）（10月下旬撮影）

第3弾第2弾

こちら　  からご覧ください

第1弾

2023ミス日本「水の天使」竹田さんの
インスタグラムに、琵琶湖に探訪に行っ
た動画が公開されております。

トピックストピックス  水の天使琵琶湖近江路探訪水の天使琵琶湖近江路探訪 ● 10 11 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



❹かつて琵琶湖の周辺にはゾウが生息していたそうです　❺オオムラサキの実物標本を観察
❻昔から現在に至るまでの琵琶湖での生活の様子を勉強
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施
設
を
巡
る
道
中
、
湖
岸
に
沿
っ
た
綺
麗
な
道
路
を
通

り
ま
す
。

　
な
ん
と
そ
の
道
路
は
、
そ
れ
自
体
が
湖
岸
堤
だ
そ
う
で

す
。こ
ん
な
に
長
く
、
美
し
く
整
え
ら
れ
た
湖
岸
堤
が
整

備
さ
れ
る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
苦
労
が
あ
っ
た
の
か
、

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
美
し
い
湖
岸
堤
や
湖
岸
周
囲

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
聖
地
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。私

も
実
際
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
聖
地
と
あ
っ
て
、
私
の
他
に
も
た
く

さ
ん
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
も
い
つ
か
、ビ
ワ
イ
チ
の
琵
琶
湖
一
周
２
０
０
km
の
コ
ー

ス
を
完
走
し
た
い
で
す
。こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
制
定
さ
れ
た
そ
う
で
、

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
真
に
輝
く
姿
を
見
ま
し
た
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
周
り
に
は
、水
資
源
機
構
が

管
理
す
る
水
門
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。な
ん
と
全
部
で

１
５
８
箇
所
あ
る
そ
う
で
す
。水
門
を
巡
っ
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
旅
、な
ん
て
い
う
の
も
楽
し
そ
う
で
す
よ
ね
。

　
途
中
訪
れ
た「
新
浜
ビ
オ
ト
ー
プ
」で
は
、
琵
琶
湖
の
生

態
系
を
学
べ
ま
す
。

　
琵
琶
湖
か
ら
水
が
ひ
か
れ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
も
ち

ろ
ん
琵
琶
湖
の
魚
も
や
っ
て
き
ま
す
。フ
ナ
類
の
産
卵
育

成
の
場
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
浅
瀬
が
あ
る
こ
と
で
外
来

種
か
ら
も
卵
が
守
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、一
般
公
募
に
よ
る「
お
魚
里
帰
り
大
作
戦
！
」と

し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
の
干
し
上
げ
を
行
い
ま
す
。琵
琶
湖
の

生
物
を
学
び
な
が
ら
、
ビ
オ
ト
ー
プ
が
干
上
が
る
前
に
お

魚
を
琵
琶
湖
へ
戻
す
お
手
伝
い
が
で
き
る
な
ん
て
、
楽
し

そ
う
で
す
。

　
最
後
に
訪
れ
た
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
で
は
、
何
か

を
触
っ
て
、見
て
、
考
え
て
、自
分
で
発
見
す
る
体
験
が
で

き
る
、
数
多
く
の
魅
力
的
な
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。展
示
や

標
本
の
繋
が
り
を
考
え
て
、
観
察
し
、
書
き
留
め
る
行
為
、

こ
れ
が
子
供
達
に
と
っ
て
当
然
に
な
れ
ば
、
将
来
何
か
を

考
え
、行
動
す
る
こ
と
が
楽
し
み
と
な
る
と
思
い
ま
す
。幼

少
期
の
体
験
、発
見
の
感
覚
が
記
憶
さ
れ
る
こ
と
で
、想
像

力
に
溢
れ
た
人
格
形
成
の
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
他
に
、
意
識
し
な
け
れ
ば
た
だ
普
通
だ
っ

た
素
材
に
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
気
づ
き
、意
味
を
持
た

せ
る
展
示
や
、人
間
を
中
心
と
し
た
歴
史
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
あ
く
ま
で
登
場
人
物
と
し
て
人
を
育
む
自
然
の
展
示
、

引
き
出
し
を
あ
け
て
宝
物
を
見
つ
け
出
す
よ
う
な
好
奇
心

を
掻
き
立
て
る
展
示
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
様
々
な
過
去
の
視
点
を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る

喜
び
を
大
切
に
す
る
、
博
物
館
の
温
か
み
を
、
真
に
感
じ

ま
し
た
。

　
今
回
琵
琶
湖
の
歴
史
を
遡
る
と
、
琵
琶
湖
で
は
、
は
る

か
昔
の
飛
鳥
、奈
良
時
代
か
ら
、洪
水
に
悩
ま
さ
れ
、様
々

な
努
力
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
歴
史
か
ら
思
い
を
受
け
継
ぎ
、人
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
志
を
受
け
継
い
だ
、
琵
琶
湖
開
発
の
大
事
業
。管
理
を

怠
ら
ず
、日
々
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
琵
琶
湖
を
守
り
続

け
て
く
だ
さ
る
水
資
源
機
構
の
職
員
の
方
々
の
お
か
げ

で
、
悲
願
で
あ
っ
た「
安
全
な
琵
琶
湖
」の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
各
施
設
、水
門
の
場
所
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
ま
ず
と

　
子
供
達
が
実
際
に
魚
を
触
っ
て
、
実
際
に
見
て
、
魚
種
を

知
る
、こ
う
し
た
生
き
た
体
験
は
自
分
の
育
っ
た
琵
琶
湖
周

辺
へ
の
愛
情
や
生
態
系
を
守
り
た
い
と
い
う
自
分
ご
と
の
意

識
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
で
掴
ん
で
、
考
え
て
、
そ
う
し
た
体
験
を
提
供
し
て

く
れ
る
場
が
あ
る
っ
て
素
敵
で
す
よ
ね
。

新浜ビオトープを見学新浜ビオトープを見学

も
内
容
を
ス
ラ
ス
ラ
と
、
そ
れ
以
上
の
お
話
を
生
き
生
き

と
さ
れ
る
、職
員
の
方
々
の
情
熱
に
、自
然
と
尊
敬
の
念
が

湧
く
、そ
ん
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
び
わ
湖
カ
レ
ー
を
一
目
見
て
、
驚
い
た
の
が
そ
の
見

た
目
で
す
。な
ん
と
、
カ
レ
ー
の
中
に
ご
飯
で
出
来
た

琵
琶
湖
が
！
。琵
琶
湖
の
型
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
デ
ザ

イ
ン
し
制
作
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

カ
レ
ー
は
辛

さ
が
控
え
め
で
ど
こ

か
懐
か
し
い
味
。お
子

さ
ん
も
美
味
し
く
楽

し
く
食
べ
ら
れ
る
び

わ
湖
カ
レ
ー
を
、お
昼

ご
飯
の
後
な
の
に
、ぺ

ろ
っ
と
完
食
し
て
し

ま
い
ま
し
た
！

し
ん
は
ま

つ
か

❶湖畔をサイクリングしました　❷サイクリストの聖地碑でパシャリ！
❸守山新川樋門を発見
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琵
琶
湖
の
生
態
系

琵
琶
湖
の
生
態
系

琵
琶
湖
へ
の
想
い

琵
琶
湖
へ
の
想
い

知
る
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今年のお魚里帰り大作戦！お魚里帰り大作戦！の様子の様子
11月12日（日）実施11月12日（日）実施
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　「水のプロ集団」として機構の技術力を継承していくため、各部門の業務経験が豊かな
「水のプロ」の職員が、若手職員に寄り添い、きめ細やかなフォローを行う拠点として「人
財育成室」を開設しました。
　若手職員が自身のスキルを向上させることで自信を持って仕事に取り組む姿のエンパ
ワー（Empower）と水のプロ集団を組み合わせた“Empower 水 pro”をキャッチフレーズ
に令和５年度から始動しています。

　「水のプロ集団」として機構の技術力を継承していくため、各部門の業務経験が豊かな
「水のプロ」の職員が、若手職員に寄り添い、きめ細やかなフォローを行う拠点として「人
財育成室」を開設しました。
　若手職員が自身のスキルを向上させることで自信を持って仕事に取り組む姿のエンパ
ワー（Empower）と水のプロ集団を組み合わせた“Empower 水 pro”をキャッチフレーズ
に令和５年度から始動しています。

若手職員の人財育成をめざして若手職員の人財育成をめざして
－「人財育成室」開設と取組みのご紹介－－「人財育成室」開設と取組みのご紹介－

「人財育成室」
の誓い

一． 若手職員を重点的にフォロー
 各種業務の基礎知識をしっかり学べるよう「フォローアップ塾」を実施

一． 若手職員に自信とやりがいを
 ベテラン職員の長年にわたり積み重ねられた豊かな経験を伝承

一． 職員一人ひとりを大切に
 職員一人ひとりがより活躍できるよう対面して業務上の悩みや相談に応対
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 各種業務の基礎知識をしっかり学べるよう「フォローアップ塾」を実施
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 ベテラン職員の長年にわたり積み重ねられた豊かな経験を伝承

一． 職員一人ひとりを大切に
 職員一人ひとりがより活躍できるよう対面して業務上の悩みや相談に応対

■機構職員として知っておくべき土地に関する基礎知識や地元関係者との交渉術
■適正な土地の管理に必要な登記記録や境界標の確認方法と現地実習

巻尺などの測量器具を使用して実際に境界標を確認する作業や、オンラインシステムを利用して電子化
された登記記録を閲覧するなど、受講生が能動的に受講できるカリキュラムを取り入れました。チームで
作業に当たることでチームワーク力の育成にも配慮しました。

【用地部門】  機構職員として、必要な用地業務の基本を習得

　本研修の受講生は、用地業務未経験者ばかりです
が、初めて聞くこと、初めてやることにもかかわらず、と
ても熱心に興味を持って研修を受講されていました。

用地の仕事が社会生活の延長線上にあることを、分かりやすい言葉で話
すことを心がけました。

用地業務に関する
「水のプロ」

杉浦　正人
　日頃の業務では、直接的に用地に関わることがなく
知識がないまま研修に臨みましたが、日常生活や日頃
の業務においても用地に関わっていることを知り、調

査等の監督をする際にも用地について意識しトラブル等の防止に努めよ
うと思いました。また、普段の業務ではあまり体験できない、現地に行き
杭を探す体験ができ、その難しさを理解することができました。

木津川ダム総合管理所
川上ダム管理所

松本　彩菜
若手職員の

声
ベテラン講師の

声

講師が現場に出向くプッシュ型かつ少人数制の研修とし、受講生のスキルに合わせてフォローアップでき
る体制としました。より理解を深められるよう講義（座学）で勉強したものを現場で体験してもらいました。

　ダムの基礎知識に関するフォローアップ塾は、ダムや
積算の基礎知識を習得してもらい、今後の実務に生か
してもらうことを目的として、受講生が日頃から慣れ親

しんだ事務所で行うことで、緊張せず研修を行うことができました。
　こちらからの一方的な講義のみでは、受講生が講義疲れしてしまうこと
を考慮し、研修の中に演習を多く取り入れて、受講生に解いて貰うことを
行い、大変好評でした。

ダム業務に関する
「水のプロ」

後藤　浩一
　計5日間にわたり、講義、演習及び現場体験を通して
水資源機構職員として必要な知識・技術を基礎から噛
み砕いてご講義いただきました。特に私は機械損料の

計算に苦手意識を持っていましたが、損料を導き出すプロセスから丁寧に
説明いただき、積算についての理解が大変深まりました。今後は、更に自信
を持って積算業務に当たることができると思います。

草木ダム管理所

藤澤　大志
若手職員の

声
ベテラン講師の

声

対象設備に対する点検者の習熟が重要なことから、実際の点検を通じて、技術の習得を図っています。
設備設計や施工について講習会を実施することで、より良い点検や障害等に備えて、技術力向上を目指
しています。研修はweb配信により、機構職員誰でもが参加できるようにしています。

【設備部門】  施設の操作に必要な様々な設備の点検や障害発生時の基本を習得

研修の内容

研修の特徴

■「水のプロ」技術者としての使命、役割、誇りの伝授
■機構が発注する各種工事や業務の設計や積算に必要な知識と演習
■専門的な技術用語の解説
■適切な施設管理や操作を習得する実地研修

研修の内容

■施設管理に携わる職員が知っておくべき各種設備の機能
■実際の設備点検を通じた実習と障害に備えた対応
■設備に係る各種業務や工事の設計や積算施工に必要な知識と演習

研修の内容

研修の特徴

研修の特徴

　研修資料は、建設当時の設計思想
や様子、出来事などを、写真、図など
を使って、見て分かり、後々のための

記録、備忘として利用できるよう工夫を凝らしました。研
修後に実際の設備を点検することで、研修内容がより記
憶に残り、深い理解につながることを期待しています。

機械設備業務に関する
「水のプロ」

波多野　志郎

ベテラン講師の

声

【土木部門】  発注する工事や業務の設計や積算、施設操作の基本を習得

施設管理の講義施設管理の講義 早明浦ダムにて実地研修早明浦ダムにて実地研修 座学内容を現場で確認座学内容を現場で確認

工事現場を確認工事現場を確認

オンラインシステムを使って登記情報の収集演習オンラインシステムを使って登記情報の収集演習 現地実習に向けて管理図で境界杭の位置を確認現地実習に向けて管理図で境界杭の位置を確認 現地で管理図の情報をもとに境界杭の探索実習現地で管理図の情報をもとに境界杭の探索実習

点検する設備の動作状況を実際に確認点検する設備の動作状況を実際に確認

　機構が担う役割を達成するため、多岐にわたる様々な業務があります。
　若手職員がはじめて携わる業務の基本をしっかり理解でき、悩みを解消してよりよい業務
遂行につながるよう、各部門ではそれぞれ研修やフォローアップを実施しています。
　実際に行っている研修の一部をご紹介します。

　機構が担う役割を達成するため、多岐にわたる様々な業務があります。
　若手職員がはじめて携わる業務の基本をしっかり理解でき、悩みを解消してよりよい業務
遂行につながるよう、各部門ではそれぞれ研修やフォローアップを実施しています。
　実際に行っている研修の一部をご紹介します。

先輩職員からアドバイスを受けながら積算実習先輩職員からアドバイスを受けながら積算実習
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電源開発株式会社の田子倉電力所にて初の女性所長が就任したのをきっかけに、女性技術者との交流を
深めるべく、9月28日に福島県只見町にある電源開発只見展示館にて「ダムの魅力とは」をテーマに女性
技術者の座談会が行われました。水資源機構から一庫ダム管理所 廣瀬所長代理が参加しました。

わたしが思うダムの魅力とは
～土木技術者やダムマイスターが様々な立場から、それぞれの思いを語りました～

女性技術者の座談会

左から最上さん、中川さん、廣瀬所長代理、栗崎さん、田中さん、町田さん

❶ダムとの関わりを教えて下さい
❷ダムの重要性についてどう思いますか
❸ダムの未来について

内  容

❷一庫ダムは地形的に降雨が少なく渇水
になりやすい特徴があります。そのため、
利水ユーザーや地域の方はダムの貯水率
を大変気にされており、無駄な水は流さな

いようきめ細やかな操作を実施しています。治水面では洪水
期や降雨予測があるときはなるべく水位を下げておきたいとこ
ろですが、利水面ではなるべく水位を高くしておきたく、両立さ
せながらダムを運用することの難しさを感じています。このよう
な中、一庫ダムでは新たな取組として、水位運用高度化を開始
しております。この操作は水位を高めに維持することにつなが
りますので、うまく運用して地域の期待に応えたいと思います。
❸最近は気候変動への対応等で、新しい操作方法が取り入
れられてきており、規程どおりの操作では対応出来ない、難
しい判断が必要な状況が増えていくと思われます。
しかしながら、地域の方に感謝の言葉をいただくこともあり、
大変モチベーションにつながっています。
今後も下流地域の方々が安心・安全に生活できるよう適切な
建設、管理に努めていきたいと思います。

水資源機構一庫ダム管理所
廣瀬 早苗所長代理
建設・管理・環境と様々な業務を担当

❸滝調整池では土砂の堆積が増えてお
り、洪水時の流域への浸水被害や発電
施設への支障を生じさせる可能性があり
ます。しかし、ここ只見川流域では上流
から下流までダムが階段上に連なっているため、1社の取組で
は解決が難しい状況です。下流を管理する東北電力さんや地
域の方 と々連携し解決策を見いだしていきたいと考えています。

電源開発田子倉電力所長
栗崎 夏代子さん
田子倉電力所で初の女性所長

❶子どもと出かけるにはダムは本当に良
い場所です。自然を満喫しながら、巨大
構築物も見学でき、駐車場も無料、近くに
は道の駅もあります。ダムの役割や働きに

ついて一般の方に広く認識していただきたく現在はダムマイ
スターとして活動しています。
ダムのイベントには毎年参加していますが関係者の方はい
つも丁寧に対応してくださり感謝しています。今後も多くのイ
ベントの企画を期待しています。

ダムマイスター
町田 奈緒さん
下久保ダムの「カド」がすき

❶水辺やダムは地域に価値を生み出す可能
性の宝庫です。ダムもこれまでのインフラ
ツーリズムだけでなく使い方次第で流域内外
の人を呼び寄せるコンテンツになり得ると考
えています。
❷H30年7月豪雨を受けて、R2年度より利水ダムも含めた事前放
流の取組が全国的に推進されていますが、洪水が発生する前に
容量をできるだけ確保することは被害を抑えるためには重要であ
り、地域の期待も高くなっています。これに加えて、水位を高くし
て運用により増電を行う取組も実施しています。今後もうまく降雨
予測を活用し、双方がWinWinになるように進めていきたいです。

国土交通省水管理・国土保全局
田中 里佳さん

ミズベリング・ハイブリッドダムの取組を推進

❶私自身、ダムが好きで週末は全国のダム
を渡り歩いています。本日はいろいろな角
度からダムの魅力をお話しいただきありが
とうございます。
水源地環境センターでは、ダムの大切さを知ってもらうためにダ
ムの水源地活性化に関する支援やダム百選などの広報事業を
行い、「土砂バイパストンネルの計画策定のための参考手引き
（案）」などをとりまとめ、公表しています。

水源地環境センター
最上 友香子さん
今回座談会の司会進行役

❶これまで紙のダムカードをダム来訪者に
配布しておりましたが、東北電力では新た
な取組としてダム情報をデジタルコンテン
ツ化した「NFTダムカード」を制作しまし

た。新たなファンを増やしつつ、地域に根ざしているダムをもっ
と広く親しみやすいスポットにしていきたいと考えています。

東北電力事業創出部門
中川 真理子さん
NFT等新技術を活用し地域貢献を目指す

ひとくら
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普段は入れない工事現場に立
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深くお話を聞かせて頂きました。

限られた時間の中で貴重
な話を伺えました。
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インターン報告会の様子

利根大堰の現地調査

総合技術センターでの業務体験から各施設の現地調査まで、幅広い内
容を実施していただき、水資源機構について一側面だけではなく様 な々
観点から知ることができました。業務体験では、実際にアンサンブル降
雨予測に係る予測データの整理や円弧滑り計算※1を行い、得られた
データが実務設計にどのように活かされているのかを知ることができ、大
変勉強になりました。また浦山ダムでの施設現地調査では、ダム堤体内
に入ることで実物の規模感や職場の雰囲気を知ることができ、刺激的で
貴重な体験をさせていただくことができました。

●参加した感想

インターンシップを通じて、機構が治水と利水の両観点から人 の々暮らし
を支えていることを改めて実感し、暮らしを守るために必要不可欠な役割
を担っていることに魅力を感じました。また、自然を相手にしている業務で
あるため、その規模や影響が大きく、とてもやりがいのある仕事だと感じま
した。近年、異常気象が頻発化しており、その影響が注目されている中で
機構の持つ役割は益 大々きくなっていくと考えています。

●水資源機構の魅力と期待

4つのダムを職員の方から丁寧な説明を聞きながら施設見学をすることが
できたり、実際に仕事内容を体験できたりしたため、とても貴重な経験となり
ました。4つのダムそれぞれの管理業務を通じて、機構の方 み々んなで協力
し合って仕事をしていたり、地域住民の方に説明する機会があったりするた
めコミュニケーション能力が大切だと感じました。また、子育てをしている女性
職員の方や、入社して半年の方などに質問をする座談会を設けていただ
き、実際に働くことのイメージを持つことができたため将来につながる時間と
なりました。インターンシップに参加させていただき、ありがとうございました。

●参加した感想

ダムは、洪水被害を減らす、水不足を防ぐ、発電するなど人 が々生活する
ために重要な役割があると思いました。しかし、ダムの重要性は多くの人
に知られていないためダムの重要性やそれを管理する仕事があることを
もっと多くの方に知ってもらいたいです。近年増加している大雨による洪水
被害を防ぐためのダムの維持管理について難しい問題ですが、責任感が
ある仕事でやりがいがあると感じました。

●水資源機構の魅力と期待

・利根大堰や浦山ダムへの現地調査
・総合技術センターでの業務体験
  （アンサンブル降雨予測データの整理、円弧滑り計算や構造計算の勉強）
・水理模型実験　・管理支援システムのやり方

・利根大堰や浦山ダムへの現地調査
・総合技術センターでの業務体験
  （アンサンブル降雨予測データの整理、円弧滑り計算や構造計算の勉強）
・水理模型実験　・管理支援システムのやり方

インターンシップの内容インターンシップの内容

早馬　由菜
静岡理工科大学大学院
理工学研究科システム工学専攻

早馬　由菜
静岡理工科大学大学院
理工学研究科システム工学専攻

インターン事務所：総合技術センター（埼玉県さいたま市）
実施期間：令和5年8月28日～9月1日
希望職種：土木職

インターン事務所：総合技術センター（埼玉県さいたま市）
実施期間：令和5年8月28日～9月1日
希望職種：土木職

はや　まはや　ま ゆ　なゆ　な

下流河川の濁度データ等の計測

機構職員との座談会の様子

水力発電設備（小石原川ダム）

矢野さんのインターンシップへの参加理由や、成果発表を聞き、機構業務への興
味や熱意が十分伝わってきて、職員としてとてもうれしく感じました。また、機構

の業務内容を良く理解されており、成果発表はとても分かりやすくまとめられていたと思います。
座談会でもいろいろとお話をさせていただきましたがまだまだ話し足りないので、将来、職場で
お話ができる日を楽しみに待っていますね！

管理課　坂本　真理子 さん
さかもと ま    り    こ

先輩職員からの
声

5日間インターンシップお疲れさまでした。円弧滑り計算と開水路の構造計算を担当
させていただきましたが、細かいところまで確認して正確に業務を進めようとする

姿勢や職員と積極的に交流しようとする姿勢が印象的で、私自身早馬さんから学ばせていただく点
もありました。早馬さんと一緒に仕事させていただける日を楽しみにしています。

水路グループ　小林　志歩 さん
こばやし し ほ先輩職員からの

声

未来の水のプロにつなぐ ～インターンシップ参加者の声～～インターンシップ参加者の声～第3回

総合技術
センター

※1：斜面崩壊を防ぐためすべり面の位置や半径を変化させ、最小となる安全率を探すための計算

漏水量調査等の体験（大山ダム）
水力発電放流操作の操作表作成（小石原川ダム）
下流河川の濁度データ等の計測（寺内ダム）
しもうけ
下筌ダムの施設見学

漏水量調査等の体験（大山ダム）
水力発電放流操作の操作表作成（小石原川ダム）
下流河川の濁度データ等の計測（寺内ダム）
しもうけ
下筌ダムの施設見学

インターンシップの内容インターンシップの内容

筑後川上流
総合管理所

寺内ダム寺内ダム 大山ダム大山ダム

小石原川ダム小石原川ダム

インターン事務所：筑後川上流総合管理所（福岡県朝倉市）
実施期間：令和5年8月28日～9月1日
希望職種：土木職

インターン事務所：筑後川上流総合管理所（福岡県朝倉市）
実施期間：令和5年8月28日～9月1日
希望職種：土木職

矢野　ナナ子
山口大学工学部社会建設工学科

や  の　　   な　な　こ

矢野　ナナ子
山口大学工学部社会建設工学科

や  の　　   な　な　こ

水理模型実験場水理模型実験場
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気
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気
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天
気
の
ミ
カ
タ

新
潟
県
に
お
け
る
フ
ェ
ー
ン
現
象

　
　

　〜

異
常
高
温
と
火
災

〜

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、「
な
ぜ
新
潟
県
内
で
も
糸
魚

川
で
高
温
記
録
が
生
ま
れ
た
の
か
？
」
と
疑
問
を

抱
い
た
方
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。実
は
、糸
魚

川
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
を
伴
う
南
風
が
特
に
強
ま
り

や
す
い
地
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

糸
魚
川
の
南
に
は
、
標
高
３
０
０
０
m
級
の
北

ア
ル
プ
ス
と
標
高
２
０
０
０
m
級
の
頸く
び

城き

山さ
ん

塊か
い

が

そ
び
え
て
お
り
、
そ
の
間
は
谷
の
地
形
に
な
っ
て

い
ま
す
（
図
４
）。南
北
に
走
る
谷
の
地
形
に
対
し

て
風
向
き
が
南
に
な
る
と
、
谷
を
勢
い
よ
く
風
が

吹
き
お
り
て
糸
魚
川
に
極
端
な
高
温
が
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。糸

魚
川
で
は
昔
か

ら
南
風
が
強

ま
り
や
す
い
こ

と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
地
元
で

は
強
い
南
風
は

「
蓮
華
お
ろ
し
」

と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
蓮
華
お
ろ
し
発
生
時
は
異
常
高
温
に
加
え

て
、
空
気
乾
燥
に
よ
り
火
災
が
発
生
・
広
が
り
や

す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。２
０
１
６
年
12

月
22
日
、
糸
魚
川
市
で
全
焼
１
２
０
棟
と
い
う
大

加
か

藤
とう

　直
なお

樹
き

広島県出身。三重県育ち。気象
予報士、防災士。
大学卒業後、NHK秋田放送局
を経て2022 年 4月よりNHK
新潟放送局「新潟ニュース610」
にて気象解説を担当。趣味は登
山、海沿い散歩、読書。

　

今
年
２
０
２
３
年
の
夏
は
各
地
で
記
録
的
な

暑
さ
と
な
り
ま
し
た
。新
潟
県
も
例
外
で
は
な
く
、

と
あ
る
日
本
一
の
記
録
も
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
れ

は
８
月
10
日
に
新
潟
県
糸い
と
い
が
わ

魚
川
で
最
低
気
温
31
・

４
℃
を
観
測
し
た
こ
と
で
す
。気
象
庁
の
観
測
史

上
、「
最
も
高
い
最
低
気
温
」の
記
録
を
更
新
し
ま

し
た
。夜
間
の
気
温
が
25
℃
を
下
回
ら
な
い「
熱
帯

夜
」で
さ
え
か
な
り
寝
苦
し
く
感
じ
ま
す
が
、一
体

ど
の
よ
う
な
体
感
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。私
自

身
も
新
潟
市
で
夜
11
時
台
に
30
℃
台
を
経
験
し

ま
し
た
が
、
戸
外
で
は
ま
る
で
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
海
側
の
新
潟
県
に
お
け
る
異
常
高
温
は
、

山
越
え
の
「
フ
ェ
ー
ン
現
象
」
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
ま
す
。フ
ェ
ー
ン
現
象
と
は
、
湿
潤
な
空
気

が
山
を
越
え
て
反
対
側
に
吹
き
下
り
た
と
き
に
、

風
下
側
で
高
温
か
つ
乾
燥
し
た
風
が
吹
い
て
、
気

温
が
上
昇
す
る
現
象
で
す
（
図
１
）。フ
ェ
ー
ン
と

は
、
も
と
も
と
は
ス
イ
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
谷

地
に
吹
く
高
温
で
乾
燥
し
た
風
の
名
前
で
す
が
、

今
で
は
場
所

に
関
わ
ら
ず

こ
の
種
の
風

（
現
象
）
の
こ

と
を
フ
ェ
ー

ン
（
現
象
）
と

呼
び
ま
す
。

　

同
年
８
月

10
日
の
天
気

図
を
見
ま
す

と（
図
２
）、東

〜
北
日
本
を

夏
の
太
平
洋

高
気
圧
が
覆

い
、九
州
の
西

を
台
風
６
号

夏
季
に
そ
の
逆
の
「
西
低
東
高
」
の
気
圧
配
置
に

な
る
と
、
日
本
列
島
に
は
南
風
に
よ
っ
て
暖
か
く

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
ま
す
。南
風
は
太
平
洋

側
で
す
と
洋
上
か
ら
の
風
と
な
り
、
空
気
は
湿
気

を
帯
び
て
お
り
曇
り
や
雨
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。た
だ
日
本
海
側
の
新
潟
県
の
場
合
、
南
風
は
山

越
え
の
気
流
と
な
り
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
が
顕
著
に

発
生
し
ま
す
。８
月
10
日
の
糸
魚
川
市
で
は
１
日

を
通
し
て
南
よ
り
の
風
向
き
が
変
わ
ら
ず
風
速
は

４
〜
８
m
／
s
、
日
が
沈
ん
で
か
ら
も
気
温
が
あ

ま
り
下
が
ら
ず「
最
も
高
い
最
低
気
温
」31
・
４
℃

の
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た（
図
３
）。

規
模
な
市
街
地
火
災
が
発
生
。ラ
ー
メ
ン
店
に
お

け
る
コ
ン
ロ
消
し
忘
れ
に
よ
る
出
火
が
、
蓮
華
お

ろ
し
に
あ
お
ら
れ
た
こ
と
で
次
々
に
飛
び
火
し
、

火
災
の
規
模
が
拡
大
し
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る
「
糸

魚
川
大
火
」
で
す
。当
時
の
天
気
図
を
見
る
と
（
図

５
）、日
本
海
で
低
気
圧
が
発
達
し
、「
西
低
東
高
」。

南
風
が
強
ま
る
気
圧
配
置
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

糸
魚
川
で
も
南
風
が
卓
越
し
最
大
瞬
間
風
速
24
・

２
m
／
s
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
糸
魚
川
大
火
は
大
規
模
な
火
災
だ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、死
者
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
い
う
の
も
糸
魚
川
で
は
過
去
に
も
強
い
南
風
に

よ
る
大
火
が
何
度
も
発
生
し
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。他
地
域
と
比
べ
て
高
い
防
災
意
識
が
引
き
継

が
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
時
期
、
日

本
海
で
低
気
圧
が
急
速
に
発
達
す
る
と
糸
魚
川

に
限
ら
ず
日
本
海
側
の
地
域
で
は
火
災
発
生
リ
ス

ク
の
高
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
。火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【図１】フェーン現象のしくみ（出典：新潟地方気象台ホームページ）

【図５】2016 年12月22日の天気図
（出典：気象庁ホームページ）

【図４】糸魚川の地形（国土地理院地図をもとに加藤作成）

【図３】8月10日の糸魚川の気温（出典：気象庁ホームページ）

【図２】8月10日の天気図（出典：気象庁ホームページ）

が
北
上
し
て
い
ま
し
た
。新
潟
県
目
線
で
見
る
と
、

「
西
低
東
高
」
の
気
圧
配
置
（
私
の
造
語
で
す
）
だ
っ

た
ワ
ケ
で
す
。

　

冬
季
に
「
西
高
東
低
」
の
気
圧
配
置
に
な
る
と
大

陸
か
ら
強
い
寒
気
が
流
れ
込
み
寒
く
な
り
ま
す
が
、

最
低
気
温
31
・
４
℃
！

「
西
低
東
高
」の
気
圧
配
置
だ
と
高
温
に

糸
魚
川
特
有
の「
蓮れ
ん
華げ

お
ろ
し
」

フ
ェ
ー
ン
現
象
発
生
時
は
火
災
に
注
意

北
ア
ル
プ
ス

頸
城
山
塊

21 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 気象キャスターが解説！天気のミカタ● 20 



　下久保ダム管理所では、群馬県警察と共同で11月21日にサイバー攻撃対処訓練を実施しました。
　訓練は、台風の接近に伴い放流を開始しようとしたとき、サイバー攻撃により、ダム管理システムに
障害が発生し、遠方操作ができない事態となる想定で行いました。
　訓練を通して、独立したシステムであってもサイバー攻撃を受ける可能性があることを学ぶとともに、
ダム管理システムの障害時における対応手順や、サイバー攻撃が発生したときの警察との連携につ
いて確認し、非常時の対処能力の向上を図りました。　

　香川用水は、昭和50年に管理を開始して以降、香川県内に水道用水、農業用水、工業用水を供給
している「さぬきの大動脈」として重要なライフラインで、施設の管理開始から48年を迎えました。
　香川用水施設では、令和2年より香川用水施設緊急対策事業に着手し、老朽化した施設の改築
と大規模地震対策として水路施設等の耐震対策工事を行っています。
　11月27日に、緊急対策事業の耐震補強工事の様子を現地で見ていただく工事現場見学会を開
催し、報道機関も含めて香川用水事業に関係する32名の方が参加されました。

香川用水施設緊急対策事業の
工事現場見学会を開催しました

下久保ダムにてサイバーテロ訓練を
実施しました

な

利根川利根川
水 系水 系

吉野川吉野川
水 系水 系

Japan Water Agency News

水
機
構
ニ
ュ
ー
ス

「
水
機
構
ニ
ュ
ー
ス
」で
は
、水
資
源
機
構
か
ら
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
、

水
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

水機構ニュース ● 22 



お
迎
え
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
利
根
川
源
流
讃
歌
」は
、
高
崎
市
榛
名
山
町
の
猪
熊
道
子
さ

ん
が
利
根
川
や
み
な
か
み
町
内
に
あ
る
４
つ
の
ダ
ム
へ
の
想
い
を

綴
っ
た
詞
に
、
横
浜
市
の
大
西
進
さ
ん
が
作
曲
し
た
組
曲
で
あ

り
、平
成
13
年
か
ら
参
加
者
を
募
っ
て
、精
力
的
に
発
表
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。第
20
回
か
ら
猪
熊
道
子
さ
ん
か
ら
丹
下
敦
子

さ
ん
に
代
表
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
埼
玉
県
な
ど
の
近
県
か
ら
も
合
唱
グ
ル
ー
プ
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
合
唱
団
は
60
名
以
上
と
昨
年

度
の
倍
以
上
の
皆
様
が
参
加
し
ま
し
た
。ま

た
、
作
曲
を
さ
れ
た
大
西
進
さ
ん
が
例
年
通

り
指
揮
を
さ
れ
、
作
詞
を
さ
れ
た
猪
熊
道
子

さ
ん
も
合
唱
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、「
利
根
川

源
流
讃
歌
」
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
様
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
「
利
根
川
源
流
讃
歌
」
の
１

番
か
ら
12
番
を
、
途
中
関
係
団
体
の
男
性
も

飛
び
入
り
参
加
し
て
高
ら
か
に
歌
い
上
げ

ま
し
た
。第
二
部
で
は
昨
年
度
完
成
さ
れ
た

「
私
と
利
根
川
」
の
10
曲
を
歌
い
、
そ
し
て

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
会
場
全
体
で
「
青
い
空

は
」、「
生
命
の
利
根
川
よ
」
を
合
唱
し
て
第

21
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
本
コ
ン
サ
ー
ト
は
年
１
回
開
催
さ
れ
て
お

り
、
合
唱
団
の
皆
様
同
士
の
旧
交
を
温
め
る

場
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。水
資
源
機
構
と

し
て
も
、
今
後
も
利
根
川
流
域
の
上
下
流
交

流
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
は
古
く
か
ら
上
下
流
交
流
事
業
の一環
と
し

て
利
根
川
上
流
の
４
つ
の
ダ
ム（
矢
木
沢
ダ
ム
・
奈
良
俣
ダ
ム
・

藤
原
ダ
ム
・
須
田
貝
ダ
ム
）に
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
、利
根
川

源
流
讃
歌
合
唱
団
と
と
も
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
利
根

川
流
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
台
風
一
過
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
９
月
10
日
、
中
央
公
民
館

（
群
馬
県
渋
川
市
）に
お
い
て
、
第
21
回
水
の
ふ
る
さ
と「
利
根

川
源
流
讃
歌
」コ
ン
サ
ー
ト
が
多
数
の
参
加
者
及
び
お
客
様
を

第
21
回 

水
の
ふ
る
さ
と

第
21
回 

水
の
ふ
る
さ
と

「
利
根
川
源
流
讃
歌
」コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

「
利
根
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源
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讃
歌
」コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

　
に
わ
か
男
声
合
唱
団

誕
生
！
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

  「
ヤ
ッ
ホ
ー
！
」「
知
っ

て
い
ま
す
か
ー
」。直
前

の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
、歌

声
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
本

番
、ズ
ラ
リ
一
列
に
並
ん
だ
姿
は
堂
々
た
る
も
の
で
し

た
。20
年
歌
い
続
け
て
き
た
メ
ン
バ
ー
に
引
け
を
取
ら

な
い
？
ど
こ
ろ
か
、会
を
盛
り
上
げ
、い
つ
の
間
に
か

一
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
！

　
さ
わ
や
か
な
デ
ビ
ュ
ー
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。お
め

で
と
う
！

　
次
回
も
ま
た
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
そ
し
て

も
っ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 大西 進さん

　
作
詞
の
猪
熊
道
子
先

生
と
作
曲
家
・
指
揮
者

の
大
西
進
先
生
と
は
、

30
年
以
上
の
長
い
お
付

き
合
い
と
な
り
ま
し

た
。私
が
実
行
委
員
会

の
代
表
と
な
っ
て
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
も
、
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、
第
20
回

そ
し
て
第
21
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
歌
を
通
じ
て
人
と
人
が
繋
が
り
、
次
世
代
へ

と
歌
い
継
が
れ
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　「
利
根
川
源
流
讃
歌
」
に
関
わ
る
全
て
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 丹下 敦子さん
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フォトコンテストの写真を楽しく拝見しました。特に象と一
緒に水と戯れている写真はすごいですね。象が笑っている
ように見えました。赤カブを洗っている写真も美しい水と
美味しそうなカブで、日本の水の豊かさが出ていますね。
 （トピックス 水の日・水の週間の紹介） （50代・女性）

線状降水帯発生による豪雨被害を軽減するためにダム
の水位調節を適切に実施されたことがよく理解できまし
た。流域から砂が流入するのは、やむを得ないのでしょう
がダムの底部に2,000千㎥の砂が堆積していることに驚
きました。
 （特集 令和5年7月豪雨時における寺内ダムの洪水調節効果について） （70代・男性）

「美しい秋を発見しよう」は、掲載されている各施設周辺
の景観がとても美しく、各所に足を運びたくなる気持ち
が掻き立てられました。施設の詳細情報へはQR コード
でアクセスできるのも、見た目もすっきりしていてわかり
やすくてとても良いと思いました。 
（トピックス 美しい秋を発見しよう！機構施設周辺の魅力的な風物詩を紹介） （40代・男性）

皆さんの入社するきっかけが十人十色で非常に興味深
かったですし、メッセージの内容から仕事のやりがいや魅
力が伝わってきました。また、機構の仕事はあらゆる分野
の方々によって支えられていることを改めて実感しました。
（シリーズ 次代をつなぐ力） （20代・男性）

　全国的に暖冬傾向と言われていますが、12月に入り一気に寒くなってきました。
　早いもので今年もあとわずかですが年末年始はどう過ごされますか？私は実家に帰省して家族と鍋を囲
み過ごす予定です。
　さて、今号では、11月に通水40周年を迎えた「福岡導水」を特集しました。また、水の天使による琵琶湖近
江路探訪、女性技術者の座談会など様々な話題をご紹介しています。
　2024年も機構の取組や各地の話題などより関心を寄せていただけるような記事になるよう努めてまいり
ます。来る新年も皆様にとって良い年になりますように。 

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2023・秋号」への
ご意見・ご感想を紹介します

読者の声
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P17

福岡県・佐賀県：福岡導水
特集  福岡導水通水40周年

P4

愛知県：牟呂松原頭首工
トピックス  読者モニター意見交換会
　　　　　in 豊川用水

P10 滋賀県：琵琶湖開発施設
トピックス  水の天使琵琶湖近江路探訪

P22 群馬県・埼玉県：下久保ダム
水機構ニュース

P22 香川県：香川用水
水機構ニュース

水がささえる豊かな社会水がささえる豊かな社会


